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2023 年現在，日本の在留外国人数は約 341 万人である（出入国在留管理庁，2024）．このうち外国人

留学生は約 28万人（法務省，2024）であり，前年と比べて増加している．一方で，日本は災害大国と

もいわれ，南海トラフ地震や首都直下型地震への備えが叫ばれる中，防災に対する社会的注目が集ま

っている．母国での経験や文化，日本語レベルなどの違いから，外国人留学生に対して，各大学で防

災支援に取り組む必要がある．本研究は，日本国内の大学における外国人留学生向けの防災支援につ

いて比較検討し，現状と課題について明らかにすることを目的とした． 

外国人留学生の数や地域性を考慮し，首都圏 3大学（国立大学 A，私立大学 B，C），関西圏 2大学（国

立大学 D，E）の計 5大学を対象として，webサイト上に公開されている各大学の外国人留学生向け防

災支援策について，10項目（留学生ハンドブック中の防災関連情報，オリエンテーションでの防災関

連情報，地震発生時マニュアル, 防災イベントの実施, オリジナル防災動画, 防災アプリ紹介, 緊急

時ポケットガイド, SNSを活用した災害時情報発信, 内閣府防災情報リンク集, 自然災害発生時に役

立つリンク集）を比較した． 

今回調査したすべての大学で実施されていた項目は，留学生ハンドブック中の防災関連情報記載，

オリエンテーションでの防災関連情報の提供であった．このうち E 大学では，3 か国語による留学生

ハンドブックが制作・配布されていた．一方で，SNS を活用した災害時情報発信は A 大学のみであっ

た．防災イベントは B,D,E大学で，それぞれ独自の取り組みを行っていた．大学における防災訓練に

ついて，参加者の少なさについても指摘されており（角田，2022），大学独自の取り組みと合わせて，

地域防災事業との有機的な連携も課題となる．今後は，外国人留学生を対象とした防災関連知識・行

動に関する調査を計画しており，その結果と合わせた分析・検討を行う予定である． 
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